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言

松 田

　胎盤 ぽ 母 と胎兒 との 間 に あ つ て 物質交換に重要 な役割

を 果 して い る が ，絨毛間腔 を流れ る 母体血 と絨毛内の胎

兒 血 とは，各 1層 の ジ ン チ チ ウム 細胞 と ラ ン グ ハ ン ス 細

胞 とか らなる絨毛壁 を 隔て M
， 單 に 相接す るの み でそ の

間 に は ， 決 し て 直接 の 交流は ない とい うの が 從来信 ぜ ら

れ て 来 た 定説で あ る，　 とこ ろが 1940年 Landsteiner ＆

Wiener に k り Rh 因子が 発見 され ， 夊 Levine　et　al
’）．

が 胎皃赤芽球症 は　Rh 因子に よ り惹起 され る こ とを明

ら か に し ， 1944年 Halbrecht2 ） が ABO 式血 液型不適合

に よ る早発性新生児黄疸 を発表 し ， そ の 後ABO 式或は

Rh 式血 液型不適合 に 関す る研 究が盛ん とな り， 症例報

告 が 相 次 い で 現われ る よ うに な っ た た め ，赤 血 球 の 胎盤

邇過性が重要 な問題 とな っ て 来 た．

　胎児赤芽球症 は ， 母体血 と不適合 な胎兒血 球が 胎盤を

経 て 母体内 に移行 して抗原性 を 発揮し ， そ の 際母体内に

産生 され た抗体 が 逆 に 胎盤 を通 過 して 胎兒側 に 移行 し，

そ の 体内で抗原抗体反應が起 り胎兒 血球の 凝集或 は 溶1血

を 来 た す こ とに よ る と 云 わ れ て い る．しか し Rh 抗原

は ，

一般に 赤血 球 基 質内 の み に存在 し血 液の 液性成分中

に は 存在 し な い と云われ て い る の で （Wiener 　1956）
3 ）

，

胎兒 の 赤血 球が胎盤を通過す る か否 か が本疾患の 成 立機

序 を解明す る た め に 問題 と なつ て 来た の であ る．

　 赤血 球の胎盤通過性 は 種 女 の 観点か ら研究 さ れ た。即

ち JaverV），Bickenbach5〕，Kliエ1e5
〕
等 の 胎盤 ， 胎盤内血

腫 或は胎盤後血 腫 を 組織学的 に檢索 し て ，胎兒血行 と絨

毛間腔 との 連絡 を 証明し ， 夊血腫内 に 有核赤 血 球 を証明

して 母兒兩血液 の 交流 を認め て い る．Mengert7〕，
Hend −

e 、tedt ・1
等は鎌状赤血 球症颯 ま楕円赤血球症患者 の血液

を 妊婦に 注射 し，胎 見 側 に 該血 球を 証 明 して 赤血球の 胎

盤通過性 を 立 証 した ．岩井
9》

は胎兒赤血 球の マ ラ リヤ 原

虫を儉索して 原虫寄生赤血球の 胎兒へ の 移行 を 認 め て い

る．

勲

　 黒 川 広 重 教授）

　　 菊池 俊雄）

Isao’MATSUDA

　近時放射性同位元素標識赤血 球 に 」：る 実驗 が 行 わ れ て

お り ，
Naeslttnd　and 　Nylinlo｝ 等1’よ P32 を用 い て そ の

通 過 性 を 発表 し，そ の 後同 位元素標識赤血 球を利用 した

もの に MittelStrass（P 診2

）
’1 ’

t　M ・ngert （Fe59）
7｝

s 小 野

（P32）
1：｝．小泉 （Fesy．　Cr6i）

131

，田中 （P31，　Fos9）
M
等 が あ

る ．

　BrQmberg15 冫16），Rticknagel
” ｝，　 NVi3ner18  　Connor　et

al，19 〕 Chown2。｝，Borum 　et 　aLz1
），Creger

’2〕，細井
23 ｝ 等

は 分 別 凝 集 （Differential　agglutination ），ア ル カ リ変性

法 ， 抗 HbF 　j紅清 に よ る沈降反應 1叉は 分 別 凝 集 と沈降反

應との 併用法 に よ り， 母 体血或は胎盤後 血 腫中に胎兒 血

球 又 は 胎兒 型 HbF を 証明して 嵐血 球 の 胎盤通過性を認

め て い る．

　最近 ，
Zipursky 　et　a1．zd ）

は Acid　phosphate 　buffer

で処理 し た血 液塗抹標本では成人血 球は 陰影として認め

られ るが胎皃血球は ピ ン ク 色 に染 色 さ れ た 正 常像を 呈 す

る とい う性 質を 利用 して ， 分娩後 の 母血 中に 胎児赤血 球

を檢出す る こ とが出来 た と報告 して い る．

　 以 上 の 如 く赤血 球の 胎盤 通 過性 に 関 し て は各方面 よ り

研究ざ礼 ， 憾 ぼ確実 と考 え られ る が 決定的 で ない ．

　 著者は分別凝集法と HbF 沈降反應 を組合せ た 細井の

所謂併用法 を用 い て 本問題 を 系統的に 檢討 し若干 の 知見

を得 た の で報告す る．

　　　　　 II． 実験方 法並び に実験材料

　 兩親 の 血液型紐合せ （ABO 式並 びに MN 式 ） か ら胎

内の 兒1血液型 を推定 し，こ れが母の 血液型 と異 な る 場合

の み を選 び妊娠中期，後期及 び 分娩前 ・後 の 各期 に 母体

血 を定期的 に 採取 し ， 血 球 を適應す る 凝集素 」tiL清で処瓔

して 混在を予想 され る胎兒赤血 球 を 凝集塊 ま た は 非凝 集

血 球と して 分離蒐集し，こ れ が 果 し て 胎兒 に 由来す る か

否 か を ， 特異的 HbF 抗 血清 に よ る 沈匿販 應 に よ り確認

して お き ， 他 方 で は 分 娩 後 兒 の ま虹液型 を 決定 し ， こ れ が

先 に推定 した もの と一致 して い れば 実驗成績 に 取 り入

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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れ，然ら ざ る場合 1，ま対照 と した．

　 分娩直前及 び人 工 妊 娠 中 紀 術 つ 場合 は兒の 血 液型が速

オ丶 、一判明 す る か ら，チめ 分 娩前 叉 ほ 術前 に 母体血 を 採取

して お き，胎兒娩出後兒 の 1iLL液型 が判明し 次第 母見 異 型

¢ 場合 の みを選 ん で 母体JfiLの 檢査是行 い 得る便益 が あ る

が ，そ の 他 の 場 合｝こ は推定 され た 1血液型 の 下に 檢査を進
め ねばならぬ とい う不便が あつ た ．

　 1，被檢母体血 ：

　盛 岡赤 ＋ 掌病 院産好人科で取扱っ た妊娠後半期 の 外来

息 者並 び に入陪愨者80例 ， 自然汾 章せ る患者 工4例及 び人

二 妊娠中紲術を施 した患者 30例 を 檢査の 対象 と して 母俸

並 5〜10ec ＝ ク エ ン 酸 ソ
ー

ダ 液 を入れた 注射器 に採 り胎

兒 赤血 球 に 対す る檢索を行 つ た ．

　 2・分 別凝集に 適す る血液型 組合せ ：

　分 別 凝 集 法 は 母子の 血 液型 ．異 な る ときに の み 母 子 」血

球 つ分 離 一利用 し得 る．分 別 覇！なに 迪す る母子血液 型 組

合 i・i’は第 1表 トー示す如 くで あ る が ， 組合 1に お い て は兄

．血球 を 凝 集塊 と し て分 離蒐集し ， 組合 皿に お い て は 母 血

球 と凝集 せ しめ児 血1球は非凝荻血球 と して 分離 し得 る．

　
※

印 を付 した 組合 せ は 血 液型 不 廻 合であ る か ら，從 来

の 説 に よ れ ぱ ， 混入見 llL球が 母f由中で破壌せ ら れ
一
止 1月が

不 可能に な る と云 わ れ て い るが ，人 ：Ll的 母 見 血 球混合液

lt．．つ い て の 檢査に は 不 適合は 全然考 慮 す る必 要 は な い ．

第 1 表 　分別 凝 集 に 適 す る 血 液型 組 合 せ

　 組合 せ 　　 I
I
−．
　母 × 子

0 × 　 A ※

0 × 　 B 楽

癌 せ 　 皿

　 母 　 × 子

A × 　 B ※

A 　　× 0AB

× B ※

xO

A × ABX　 　 　 　 　 　 　 　 B　 × AX
　 　 　 　

−一．−I
B ×　 Ax　 　 　 　 　 　 　 　AB × A
B × AB ※

M × MN

i−一一．−N 　　　〆@　　

9A~B

× M

× N 　 3 ．　分別 凝 集に用いる 凝集 素血 清

選擇： 　 分 別 凝 集 を ABO 式 によ つて 行 う か ， 　 MN

によつて 彳i う カ は E ）子 血 液 型組 合 せに 應じ て 各 自 の

む と こ ろに 從 えぱ よい訳 で あるが ， 次 の 如 き場 合 に

MN 式による ♂が得 策 で ある ． 例 え ば 父 が BM 型，

が OX 型の と き 献． 生 れ 得 る 子の血 液型 は ABO 式

は 0 型 か B 型であ る が ， MN 式 で は MN 型 1 っであ

か ら ，この場合は 抗 M 血 清で 胎見血球を 凝集 塊 と し

分離 蒐 集 するの が 最 も 礁 実であ る．ABO 式 に よ る

す れば， 子 が 0型 なれば 母と同 型 となり 分 別 凝 集 は

可能であ り ，子がB 型 であ ミ しば 抗B 血清 で 胎兒ntl 球

凝射鬼 として分 離 蒐集す る こ 　 とが 可能 で あ るが
，B 型

あるか0 型であ る か は 男 ・娩 後

で ズこ げ そ 、 ば確定 はし な い． 　 ま た 次 の 如 き 男

も 起 る ． 例　ば父がOM 型 ，
母 が ABMNl喫） 組 合 せこ は，　 de

！ l ， f ’る 子 の血波 型 ｝ まAか B で む る が． その摧孳

共に 50 ％で あ るから ， 見の
血 滋

ノ里 推定の 誤りによる 失敗

ff ”bるた めに母 体血 工 0 じcを∬ 阪 し ， 5cc 宛を 使

し て抗A 亅 酋 ［ 清 と 抗 B 血清
に よる分別 論 集 を各別に

え ば何れか一・ 方が

中
する こ と し 之 二る． 　 4 ．　分別 硫集法

@a ） 児血 球を 凝手 塊 とし て分 離 蒐 集 す る 場 合 ： 　

えぱ母 ♪ N ロ，兄 ： 雅 定 血 液
型

が MN 型の 場合につ き辺べ

と ，先ず ク エ ン酸ソ ー ダ加母依血5cc を50cc容の 遠沈管に

り， 生理 的 食 塩水こ 加え て 3000r ．p ． m ．10 分

赴 此し，上 清を 除 き 抗M 血 清 40cc を 加 え て約5 ％ 苗茨

iLV 液となしよく混和し，数 時間な いし工夜室 温 に敏，： した

。 約1000r ， p． m ． ユ分間 這 〜tすると 兒血球は凝焦
と
し
て管底 に 託 朽母 血聡の大部分 はh層 液 に浮 ｝ 1 、＿．一

いる： ’  ら これ乏捨て」，．管底の 頚L 球には生理的食 塩 オ を

ﾁ え軽く 混和 し約1000r ．p ．m ． 1 分 聞 遠 此し沈 澱の

遂コ める ． 以ド ⊂ の懆作を約10 囘繰り返す と少量 の 凝 集 桃 ． ミ

ｾ られる． そ の胎見陸 （f

al ・ ・igin ）を次 に 述 べる HbF 沈 隆

憊に よ り 確 定 する ． 　 b ）兒血 球 と非 凝 集血 球 と し

分 離 す る場合： 　例えば母 が A 型，兒 の 推定
血 液型が 0 型 の

合に 胃 玉 逋 ぺ る と， 母体血を50 。 e容の遠沈管に と り

　 a ）の場合と 同 様に 処 理し て血球赴集め， 抗 A 血 清 を

cc 加 え てよ く 混 じ 数時 間ない し一夜 室 温 に放 置 し

母 1 丘 L 球 c 凝集せし め兒血球を非凝 集血球 と して 分離する．即

，上 記 ¢ 沈 澱 管の 内容を概 拌し約 1GOOr ． p ．

D1 分闇 遠沈し 管底 曙 ⊃ 凝 集 塊はそのまン にして上 層 液

み を他の沈澱管に移す． 沈 澱し宀 凝集血球に は 生 理的食塩水 40
を加え攪 拌し ， 再び1000r ． p．皿．1分間遠沈 し，浮游血

を 含む 」〜 層液 を 先 に 採取した 滝 ・ の と
合
併 し ，こ む

3000r ． p ．m．5分問 遠 沈して 透明な上層 液を 捨

，管底の血球 沈 ｝ 一 に先にカえ た抗A 血清こ 5 〜10cc 加え

混 和し約 1 時間 放置し 彑理 的 食塩水 を 加 え攬拌し1000r ．p

m．10 分 間遠沈 し浮 淤血 球 を 含 む上 層 液 を他 ゆ沈

管に 移し ，これ を 3000r．p．nユ ， 5 分 間遠沈し透 明な上層

を 捨て 生 埋的 食塩水 を 加え て 麗 拌 し軽く遠沈し（1000r ．

Dn1 ，1 分 間 ） ， 浮 游 血 球を 含む 上 層 液 を分取し ， こ れを 強
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o

劉）．こ の 操作を更に数囘繰 り返 して 極 く少量の 非凝集血

球 の み を分 離蒐集す る．

　5．　蒐集 血 球の 胎兒性 決定 ：

　分 別凝集に よ る 上 記凝集血 球 は 胎兒血 球であ るとは限

らな い ．母 血 球 で あ る か も知 れ な い ．こ れ が 胎兒血 球で

あ る こ とを 確認 す る に は HbF 沈降反應 に よ るの が 最も

簡單で ， し か も確実で あ る．そ れ に は蒐集血球を小試驗

管 ：こ 移 し，交 互に 凍結加温 して 完全に 溶血 せ しめ，生理

的食塩水で稀釋して少 くと も1000倍 Hb 液 と な し，必要

あ ｝宅ば 遠沈 して 透明液 とな し，特異的 HbF 抗拍繭 に よ

る 沈降反 應 を 檢す る．沈降 反 慮は 専 ら Aseoli氏 法に ょ

り層間反應 を檢 し ，反應 の 強 さ は 次 の 記 号に よ っ た．

　　　鼎　 5分以内 に 反應腸性 の もの

　　　帯　15　　　 1ノ

　　　井　30　　　 〃

　　　十　60　　　　 〃

　　　
−

　　60ラゴ・で反 應 二⊃現われ1なに！、 もの

　 6 ． HbF 抗 血 清 の 作成

　山本
25 〕に 從 い ア ル カ リ変性臍帯血 Hb （純 HbF ）及 び

未変性臍帯血 Hb を免疫原 として 家兎 を 免疫して 得た抗

亅丘艢 ま
， 先ず Ascoli氏法に よ り層間反應 を 檢 して 沈 降 素

價，沈降素量 を測定 し ， 次に こ れ を HbA で 吸 牧 し HbA

抗体 を 完全 に 除去 した もの の 沈降素價，沈降素量を測定

した．こ れ を表 わす に は ，例 えば 沈降素價 64000，沈降

素 屋．16の と きは ， 64000・16と並 記 した．実驗には常 に

檢 定濟の 吸牧抗血清 を使用 した．第 2 表 は 使用抗血清 の

沈 陦素價 ’沈降素 鴫を
一

括麦 示 した もの で あ る．

第 2 表 　HbF 抗 ∫血清 の 吸 収前後 に お け る 沈

　　　　隆素価 ・沈 降 素 量

抗 血 清

吸 　 収 　 試 　 験
反 応 用

抗 　 原
吸 収 前 1瀚 妄毒

HbF64000 　 832000 　 8
No ．　 　 8HbA32000

　 1 o

HbF64000 　 8 工60DO　　8
No ．　 UHbA32000

　 　1 0．

HbF256000 　3232000 　 16
No ．　 67HbA64000

　 8　　　　　 「 0

HbF200000 　 20100000 　 10
No ．　 69HbA

一齟一一
HbF20000

　 5 o

　 20（｝000　 20、 100000　 10
NQ ．　 74HbA20000

　 16  

HbF128000 　 3264000 　 16
No ．ユ01HbA

　1　 64000　 8 ∩

　7．凝集素．血清の 調製

　 a ） 抗 A 並びに抗B 血清

　A 型並び に B 型成人 よ り採血 ， 血 清 を 分離 し，
こ れ に

ユ／10量の 5 ％石炭酸 を 加 え て 氷室に 保存し ， 使用 ；こ 際し

凝集素價の 大 小 に よ り 2 〜 4倍に 稀釋した．

　切　抗 M 並 び に 抗 N 血 清

　 こ れ は 專 ら細井照彦
2G 」

の 方法 に よ り作成 した もの を，

そ の 凝集素價 の 大小 に 從 い 2 〜4 倍に 稀釋 して 使用 し

た．

　　　　　　　　nl ． 実験成績

　1） 予備実驗

　成 人．血 に少量の 臍帯血を混 入 し ， そ の 証明司能な 最少

量を実驗的 に 測定 し次の 如 き結果を 得 た ．

　 a） 胎兒血球を非凝集血球 として 分離証明する場合

　A 型成入．「in・球及び 0 型臍帯血球を ， 夫 7t 生理的食塩水

で 1 同洗滌 し て 5％ 血 球浮游液を 作 り，総揃蘇 量に 対 し

擠帯血球 が 1G％，1 ％ ，　0．5％ ，　0．1％ ， 0．05％ ， 0．01

％ ， 0．OO5％ ， の割合に含ま れ る よ うに兩浮游液 を混合

し，そ の 5cc を遠沈 して 上 清を捨て 4倍 に稀釋 し た 抗 A

血 清40ccを加え上 記 ，D 方法で 0型 臍帯血 球 を非凝集重王球

と して 分離蒐集し ，
こ れ か ら溶解液 を作 り， 抗 HbF 血清

を用い て沈降反鰾を 檢 し第 3 表 に 示す如 き結果を得た．

即 ち，臍帯亅血球 を非 凝 集血 球 と して 分 離証明 す るに は，

臍帯血 球 が 総頚三球量の O．O工％含 まれ て い れば こ れ が 可能

であ る．

　b） 胎兒 血 球 を凝集塊と し て 分離証 明す る場合

　前項 と同 じ くBM 型 成 人血 球及 び B 皿 N 型臍帯血 球

を ， 夫 k 生 理的食塩水で 1同洗滌 して 5％血球浮游液 を

作 り， 臍帯血球が 総血球量の 夫 ・々10％，ユ ％， 0・5％，

第 3表 　分 離証 明 の 可 能 な 最 少 薩球 混 入 量

混合血 球 浮 游液 中
の 臍 帯 血 球 混 入 率

　 　 　 ％

HbF 沈 降 反 応

血
て

集

集
し

蒐

凝

と

離

非

球

分

1010

．50

．］．

O．050

．01O

．005

対
HbF 　（1　：1000）

HbA （1 ： 1000）

冊

1

照 NaCI （0，850／o ）
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と し て 分
難 蒐 集
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f．1彡6， 0．05％ ， 0．Ol％，0．005％ ， 1こ な る よ うに 兩液を

混合 し，そ の 上 清 を 除 き ， 抗 N 血 清40c¢ 登 加 え．L記 の 方

法 で 臍 帯．Lt［L球 を凝 集 塊 と し て 分 離蒐集 し ， こ の 溶解液 に

つ い て抗 HbF 血 清に よ る沈降反應を．強し第 3表 に示す

如 き結果 を得た 、即 ち，擠帯血 球が 総血 球量 の 0．05％ 混

第 4 表 a 　推 定 児 ；liL型 と 新 生 児 ．血型 と が
一致 し，1こ1二

　　　　　 血 中 に は 児血 球 が 証 明 され な か つ た 例
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　　り 非凝集血 球 と し て 分離蒐集

　　 ： 凝 集 塊 と し て 分 離 蒐 集

入 して い れ ば こ れ を証明す る こ と が出来 る．

　2）　　臨、E…ドε実
幽
驗威是責

　 i＞ 妊娠後半期及び分娩前 。後に おける母体血 中の 胎

．兒 i敵球 に 対す る 檢索

　被檢妊産褥婦80例 11．T47 例 で は，兒の 推定血 液型 と新生

兜 工血液型 とは
一

致 した が，33例 で は 一
致 しな かっ た．空説

液 型 の 推定 が 適中 しな い 33例では 母体1血中に胎兒血 球が

証 明 され た もの は 1 例 もな い ．

　
…
般 に ，晃 ¢ 血 液型 推定 が 誤 つ て い れ ば ， 母血巾に 見

血球 が 混在す る と否 とに 拘 らず檢査 の 結果｝ま陰牲 に な る

の が 普通 で あ る．從 つ て 檢査の 結果 が すべ て 陰性であ る

の は 当然 と云 わ ね ば な らな い ．

　見 血 液 型 の 推定が 適中 し た 47例中29例では妊娠後半期
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及び分挽前
・後の 何 れ の 時期 に お い て も 母血 中に兒血 球

の 混在が証明 さ れ な か っ た ．こ の 29例中15例で は，そ の

妊娠及 び 分 娩経 過 は 正 常で あ り，残 り14例では ，そ の 妊

娠，分娩経過 に お い て 妊娠巾毒 症．早期破水 ， 骨盤位 ，

狭骨盤，癒着胎盤 分娩遷延及測 猊 1既 切 迫等 の 何 等

か の 産科的異常 を認め，夫 R の 適應 に よ り鉗子分娩 3

例 ， 胎盤用手剥離術 2 例及び帝王 切開術が 1例あっ た ．

こ れ ら29佛 こつ き ， 父母の 血液型 ， 兒 の 推 定 血 液型・新

覬 血 灘 ，兒血 球の 灘 蒐集法 ・強 査1時の 在胎ssuuaz

び妊娠 ，
分 漉経 過 を

一
括表示 すれば第 4表 （a ，b）の 如

くで あ る．

兒 の 鰍 型推定が適中 した 4丁例中1azaでは ・母髄 中

に児血 球の 混在 が 証明 さ れ た．即 ち ，
こ れ等 18例中 T例

で は 分娩直後 に の み 檢査 の 結果が 陽性で あ っ た ．こ れ ら

τ例 中 3 例 で は そ の 妊娠 ， 分娩経過は 正常であ 鉱 他の

・1 例では 分娩遷延及び 癒着胎盤等に よ り鉗子或 は胎盤用

手剥離等の 産科的処 置を施した ．こ れ らを 第 1群 と し父

母の 血 液型，兒 の 推定血液型 ， 兒 tiJL球の 分離蒐集法，新

生 兒並L液型 ， 檢査時の 在胎期問等を
…

括 して 第 5衷 に示

し た．

第 5 表 　推 定児 血 型 と 新 生 児 並L型 と が
一一・致 し。

　　　　母 血 中 に 児 血 球 が 分娩直後 の み に 証 明

　　　　さ れ た 例 （第 1群 ）
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して 父母 の 血 液型，兒 の 推定．血液型，兒 i血球 の 蒐集方

法 ， 新 生 兒血 液型 ， 檢査時の 在胎期間等を
一

括 して fig　a’

表 に 示 レた。

　　第 6 表 推定児血 型 と新 生 児血 型 と が一致 し ・

　　　　　　母 血 中 ［c 児 ［fi1球 を 分 娩 前 後 に 証 明 し た

　　　　　　 例 （第 2 群 ）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

　　　　　註　C 非凝 集 血球 と し て 分 離 蒐集

　　　　　　　 ； 凝 集 塊 と して 分離蒐集

　母血 中に 兒血球の 混在が 証明 さ れ た 18例中 丁例 では ，

妊娠後半期及び分娩前 ・後 に わ た り檢査結果は 連続的 に

或は 間歇的 に 陽性であ っ た．こ れ ら 7例中 1 例 の み が妬
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産科的異常を認 め ， 夫 k の 適鷹に よ リブ ジ
ー法1 例，錻

　第 7 表 　推 定 児 血 型 と 新 生 児血 型 と が一
致 し 母 血 中

　　　　　 に 児血 球 が 妊娠 後 半期 及 び 分 娩前 ・後 に も

　　　　　 証 明 さ れ た 例 （第 3 君f三）
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　ijD 人 工 妊娠中紀衝前 ・後に ．げる母血 中の 見 血 ．表に

対する 漁索

　兒 血液 今比校的採取 し易 い 妊娠中期 の 妊婦 30例 を 弐e

び．機械的華勿的併唱法 ま た は 腫式帝王切開術 の 施行
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中2瓶 ごは檢 査 り桔果が 凡 て 陰性であ つ 、こ．第 9表 は ．
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　r， 主で Lっ ；c ．弟 10表は 檢査成績を一

括表

爪 し疋 t の であ る．
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　　C 疑 集血 球 と し て 分 雌 蒐年

　　： 凝 集 血 球 と し て 分野 蒐臭

　　　　　　　IV． 総括並 び に 考按

　 di「肛球 の 胎難通過に 関 して は すで に 緒言 で 概兎 し た

が ．近年廼に WienerLB畳 初 め Chown2 ° ），　Wickster27〕，
0℃ onnori9

〕，Borumzll ，Gunson2a）s9 ），Shiller：o」，　Dunsf ・

ord3u 鯨 に よ ザ 通」 に 経胎盤牲失血 匸 よ る新生兒の 重

症 費血［の 庄例 が 相次 い で 報告 され，こ れ さ　Fetomater −

nal 　transfusi 〔）n と呼 び新 しい 概 念が 提 唱 さ 礼 て い るガ ，
か か る 意 味 で も赤血 球の 胎盤通過性 の 問爵 ま更に 詳細 と

檢討 され る べ き もの と思わ 耗 る，

　モ の 研 究 方 法に は ，lk盤の 組織学的檢索，有 核 赤 血 球 或

は奇形赤 血 球 つ 利用，Acid　Phosphate 　buffor 法，放射
性 1弓位元素標識赤血 球の 利用，化学的方法 ， 特 に HbF
を檢索す る方法等 あ るが化学的血 清学的方法以外の 亀の
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では ，胎兒分娩後でな い と檢査を実施するこ とが出来 な

い つ で赤 血 球胎盤通過の 時期 ， 頻度 に 関す る研究 には不

適 当であ る．

　母血 中に 混在す る兒血 球を証明す る血清学的方 法 に は

分別凝集法，抗 HbF 血 清 に よ る沈降反 應及び分別凝集

と沈降反應 との 併用法 とがあ る，即 ち ，
Rilcknagel　and

Chernoffi7｝ は Chernoff32， の定量 的沈降反應試驗 （qu・

ar −itive　precipitin　test） を用 い て 妊娠中期及 び 分娩後

の 母体 血 の HbF を測定 し91例中10例 に お し、て 妊娠中期

に 著しい HbF の 上昇埜見た と云い ， また 20cc或は そ れ

以 上 の 胎兒血 が 混在 して い な け れぱ証明出来 な い と述べ

て い る．こ の 方法 は 血 液型 とは 無関係 に 利用出来 る が

H
「
，F 沈降反憑は多量 の HbA の 共存に よ り甚 だしく阻

止 ざ れ る か ら （黒川
s3 ）

， 細井
34 ｝

），
HbA を除去 しな い 限

り微量 の 胎晃 血 が 混入 して い て も HbF 抗血 清 に より証

明ざれ な い の が普通であ る．また正常成人血 中に もHbF

か 含まれ て お り， その 証明 に も同 じ方 法 が用 い られ るた

め （佐藤
S5 ）

， 凌
3fi｝），混入量 が あ る程度以上で な い とこ の

方法で証明され た HbF が胎兒 血 球 に 由来す る HbF で

あ るか 否 か の 判別が困難とな る．こ の 方法は鋭敏度 が低

い とい ろ批判もあ る （MollisQns7
》，　Creger22） は Aschby

38 ）

の 分別凝集法を こ の 目的 に 利用 し， A 型 母体血中の 0

型兒血球の 証明に 好結果を得た と報告 して お tJ，Mollis−

on37
｝
は こ の 方法を改良 した もの で檢査 し，成人血流に異

型 血 が20CC混在す れ ば証明可能であ る と報 じて い る．し

か し， 細井
39 〕に よ れ ば こ の 方法に よ り兒血球 を 非凝 集血

球 と し て 証明す る に は 5％以上混在 して い な い と成功 し

な い と述べ て お り， また こ の 方法ぽ鋭敏度が 低 く同 じ血

液型組合せ に は 利用出来 ない 欠点が あ る．

　 細井
Z3 》

ほ分別凝集 と沈降反應との併用法で檢査 し ， 49

例中17例では母体血中に分娩後 に お い て 兒 血 球 を 証 明

し，小泉
13〕

もこ の 方法 を用 い て 赤血 球の 胎盤通過性 を 認

め て い る。

　 こ の 分別凝集 と沈降反應 とを併用 す る 方法は ，母体血

か ら胎兒 に 由来す る と思われ る血球を 分別凝集 に よ り分

離蒐集 し，蒐集 され た 血 球 の fetal　orlgin を特異的 HbF

抗 血 清 に よ り決定す る の であ る か ら，母子同型 の 組合 せ

に は利用出来な い と して も，鋭敏で確実 目．っ 合 理 的 な 方

法であ る こ とは金沢
4S ）

の 実驗 に よっ て も， また 太研究の

　］　ma実驗 か ら も 明 ら か で あ る．即 ち ．非 凝集血 球 と し て

分離蒐集す る場合に は 0．01％ 以 上 兒 血 球 が混 在す れ ば 5

ccの 母血 を用 い て 証明可能であ り，こ れ よ り算定 す る と

母体の 全 血 量 5000cc として そ の 中に 0．5ccの 兒血球が混

在すれば ， そ れ を確実に 証明するこ とが可能であ る．

　Levine4i） は 60k畠の 成 人 の 自家免疫 を起す に は ， 0．03

〜0．05ccの 胎兒 血 が あ れ ば 充分 と述べ て い るが，か よ う

な 微量赤血 球の 胎盤通過の 問題を研究す る に は ． こ の 併

用法は 極めて 優秀 な 方法 と云 わ ね ば な らぬ。

　すで に 私
42 ｝

は細井と共 に 55例 の 妊産褥婦に つ き ， 分 娩

前 ・
後 に お い て 母血中の 兒血球 を檢索 し33例に こ れを証i

明した が ，妊娠経過中の 胎兒赤血球の 胎盤通過性に っ い

て は檢 索 しな か つ た．そ こ で
‘
本研究では妊娠後半期及び

分 娩前 ・後 に わたり胎兒赤 血 球の 胎盤通過の 時期を系続

的 に檢索 し， 更に 自然流産及び人 工 妊娠中絶 を施 した 燃

に つ い て も母血中へ の 兒 血球の 混入 の 有無を檢索した ．

　即 ち，妊娠後半期及び分娩前 ・ 後 に おけ る母血 中¢ 胎

兒赤血 球 に 羇す る定期的檢索で は，兒血液型推定の 這巾

し た 4τ例中29例では妊娠 s 分娩前
・
後 の い か な る時期｝こ

お い て も兒血 球は証明 さ れ ず ， 残 り18例 で は母 血 中 に 見

コ証球 が証明 された ．こ の 18例 を檢討す るに ． そ の 中の 7

例では分娩後の み に兒血 球が 母血 中に証明 さ れた （第 1

群）．こ れ は明らか に 兒 血 球 が 分娩時 に 經胎盤性 に母体血

行 に 移行 した もの と考え ら れ る．他 の 4 例では分 娩前 ・

後共 に 母 血 中に 兒血球が証明 さ れ ， こ れ は 分娩開始後兒

血 球 が 經胎盤性 に 母体血 行 に 移行 した と考えるの が妥賞

と思われ る．

　 Bro 皿 berg15｝1e は胎盤剥離 の際 ， 生 理 的 に も紙毛の 撮

傷 が 起 り ， 兄 血 が後th1腫 に 流入 し，更 に 母体靜脈 に 吸引

され て Rh 感作が 起 き る と述 べ て い る．第 1群 ， 第 2 群

の 11例では ， 何れ も陣痛獲作後 に 檢査結果は陽性で あ

る．從 つ て 胎児 赤 血 球の 胎盤通過 の 時期及 び 機序は ， 分

娩 開始 後 子宮内堅 の 變動 に よ る 絨毛毛細血 管の 破綻斷裂

或は胎盤剥離の際生ずる損傷 に一
致 して 胎兒赤血 球 が母

体血 行 に移行 した もの と思われ る．

　 残 り 7例で は 胎兎 赤 血 球が 妊娠後半期及 び 分娩前 ・ 後

に お い て 連繧的に5こは 間歇的 に 母体血中 に 証明さ れ た

　（第 3 群）．こ れは胎兒赤血 球 が ， 妊娠 ， 分娩の 経過中少

量 宛間歇的 に 母依血行 へ の 移行 が行われて い る こ とを 推

論 せ しめ る所見であ る．

　 Mollison93），Seelemamユ
4d），　 Holl｛ngsworthd5 ）

， 柏原
鮒

等の 研究 に よ る と胎児赤血 球 の 寿命は ， 3 〜 4 カ 月で あ

り胎盤 を通 過した 兒j血球 は可成 り長期間母体循堪中に 存

在 し得 る か ら連続的 に こ れ を 証明す る こ とが 出 来 る筈で

あ る．しか る に
一

度母血中に 証明 さ れ た兒 血 球 が 3〜 4

週後の 再強の 際証明 さ れない 理由 として は ， 混入兒赤i血

球 の 量 ， 寿命の 自然終結の 時期に あ る1血球 の 割合，胎見

N 工工
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ξ564− 50 赤 lfU∫胎 fi 通
’「

に 関 す る 血 清 学 的研 究 貝 iig婦 誌 13卷 5 一号一

血 球の HbF 含有量 の 多少及び 実驗炊作巾の 溶血 f種 々

　り因子が 考えられ る ．金汰に よれ ば 胎兒血 球の HbF 含

・菊 量 つ 併用法の 鋭敏度 に 影響し 穴 い か ら こ の 場合問正 二

　架らな い ．Mollison43） 、ま輸血 され た 臍帯亅n［は最初 ・”10

日間 、二20％消失 し，そ の 消失す る速度は成 人 の 　 1乏 比

較 して 2 倍 で ゅ る と報告 し て い る．亀 し も経胎盤 性 、二 ［コ

’
材
『
血 行 へ 移行 した 胎兒 血球が微量で，し か もえ 市 の 自然

・
終結つ時期 に あ る もの 丶割合が多 い とす るならば

一
度 f≠

．血 中 二 証 明 さ れ た 兒血 球が 3 〜4 週後ら 再儉 し 隊 証 明 と

れ な 1て も ， 必 ず し も胎見血 球が 混入 して い た い とい 弓

・こ と 翔こは ｝ ら な い ．

　 臼然流弄　る 14例 ilI6 例 で 、よ，厂 兒 血 液型 ；1）推定 が 適

1中 し，そ の 1 例 の み に 翫産前 ・
後 と 噸 兒血 球が 母血 中

，一混在す る こ とガ 証明 さ れ た が ，こ れ ぽ流： U迫以 後 に

母 兒兩血液の 交流が あ っ え と考 え る の が 妥当 と 思 わ 為

　 人 工 妊娠中絶術を施し r・．130例 7例 に 恥 い て は，母血 中

1二 濫兒 血球 が uiE 明 さ れ，一
との 中 6 例で 渡 術 後 に 1）み

一
丘口F亅

さ 1 辷．⊂ れ は 明らか に 中絶術が胎兒 赤 】1球『監 通週の
．
副 的間接的原因た り得 る こ と 、推測 せ しめ る も の で あ

る．上 記 7 例中 1 例では 術前に お い て 母 エ血中 に 玩L血 球 を

1証 明 した が ， C9’L
’
k施術 と無閃係に 皀旡に 些 ナ虫亅け　 こお

い て も児．血球 濠 母体血ii
’
に 移行す る こ とが 可能 ブ ニ と ＝

示 す もの では な か ろ うか ．

　 以 上 よ り兒 血球 は ，多 くり 場合に 分 娩 つ 1島、fユ俸血 行 、こ

7到了す る こ とは 明 ら i．・’（
’
うる丿 ，肺 こ 憩 f娠後 Y 用 ．．、β

い て 生 理 的 に もこ れが 起 つ て い る ：、の と推定 さ訌，
馳
：．

　 更 に上 記 3群 に ホ い て 18イ石eJ中 5例が そ の 妊娠 ，　 挽経

過 ；ま了F．常で あ り，他 つ 13例では 死 摩，玄娠 ［h ノ症 ，北着

胎盤，前 置 胎翫 ，胎盤 早 期 剥 離 ，分 娩 遷 延 等
、
異 常 を認

め ，夫 k 胎盤円手 剥離術，帝
一E切聞 ，鉗子 分 娩 を 行 て た

k ・， こ れ ら産科的因子は胎兒赤．前雌 胎盤逓過 の誘囚と な

り得る と推論せ し め ：民 疋 ）で b る ．

　 Laurence47冫は 上 記 産科的甌子 は Rh 感作 に は 全 く無

函係であ る と述べ て い るが ，　 Gainey ’dS／
　 ，．、これらが Rh

感作の 重要 な 原因 た り得る に とを 望
一
1学 的討 1陀 して い

る ．

　 し か らば，赤拍［球胎盤通 1．二は 如何 蒔 る機 F
’
に よ i届 一る

ガ
ム
，今 酒未解決の 「 Lr で種 々 　議 1了．野 式つれ て い る．

　即 ち，　 Wiener49『 よ母見 血 球 2）交流 V　1
「
：学 妊 娠 の

ii
’
s

l’遭 き る と述べ ，嶽微鏡的に ：、 発見 出 来 毳1 撃 り 紅識 欠

損 こ 假定 し ，
Kl1ne5），BickenbachE 〕 b

ま胎盤が 豊織学的

所見 か ら赤 血 球は 漏出性 に 或 ぽ 破 綻 性 1・W 撃 L通過す ：

と違 べ て い る，

　 Reynold 鋤 は 胎 盤 絨 毛 琶細管圧 と絨毛 1腔圧 との
＋

か

ら母見 F
’
［fiL行 の 交流 は 母 か ら．兄に 向ら可能性

Vltt
であ る と

考えて い ろ ．

　 L こ ld子顯微鏡的 に も Hellmannsi ） …紺 毛⊥ 皮 に Fl−

anocytosis ，よる現 垂が見られ，こ の 方法で 1HIO 万 ら 赤

」］iL球 ノ通過力 口」能で．ヒる と1ノ ，　 Dernpsy 　、よ母兒 雨征鐶

系 の 最も薄 い 所ド
： 0．3μ の 厚 さ で 円

∫妾の 交tx，ltl認 kp　1．．れ
な い が ， 何等．、一厘因 で こ の 部 ガ 容易 t，：破綻 ノ る可自［性

亀考えて い るが ，こ つ点 匹 関 して は 更 に 詳謡 な研究が期

1 盗 〜しる ．

　　　　　　　　　V ． 結 　　語

　 1 ． 妊 互褥婦 80例 に 匸 き，予め 父 母 の 血 液型 tJ、 ら生 、
1
し

る 兒の 血 液型 、一推定 し，母．血中に 推竃 した 血 液型の 豆L 虹

球が 混在す る．1・否 之 芝分別凝集 と HbF 祝犀反麿 と宅．　f
’
t’

用 し て ，妊好爰半明及 乙 分妣前 ・後に わた り比期的に i
’

索 し次 く，結メミtM 」 ：．

　 a） 80例中兒 血 鞭 烈 推定 の適中 し に もの が 聾 例あ り，

遭 中 し な か
v
二 た 33例 で は 母 血 rl1 に 兒血球 ．工明 さ れ た も

の し、1 例も な 〃・つ た．

　 b） 兄血 液刑 推 定 の 適中し1℃47例 中29例で　周血［ti　1・：

兒血 球の 混 在 が 証 日月出来 ず ， 18矧 で ば 11ヒ七 れ た ．

　 c ） 母血 中に 兒血 球 の 混在 が 証明 され L ユ8例中 r 存
「
で

は 分 娩後の み に （干 1 洋 、，4 例では 分 娩前 ・後 と もに

〔第 2 群），残 り 7 例で 〔
ド
：，妊 娠 後 半

’
tコ 吏　分娩 訂 ・

後 ヒ

わ，、．り 辻 杭 的 ：民 　間 tS，　rl的一母体血 中に 兒 血球 ．混召 び
吶
正明 と ：，

1
こ （爿73 鐸）．

　 d〕 上 記 3 群 fこ ；い て 1B例中 5例 で 1 ，
rt 妊娠 ・分

娩 経 過俘、正 常 で ．：ti丿，他 の 13例で ほ何 等 ♪ ら 式常
t

：認 め

冫こ。

　 2． 流 1済ξ凸
ツ
患者14例 1−P兒 血 液型 虻 定 ∂ 適中 し な カ つ

た も の キま S イ弄］J，　適 中 し，た も哩）裳よ6イ歹Uここう一　一．

　 a ） 兇血液哩推定ら 適 中 しな，」・
『
⊃バ 8側 で　檢 査

一
結

果、ご：凡 て 陰性で ．厂 　
t’
：．

　 b＞ 兒 ：in，iyk型 推定 の 適中 レ ⊂ 6例 申 1 例 で は ，呂 董

前 ・後 と もに 母血 中 に 兄血 球　浸在が 証明 さ ：し， 残 り 5

例て」よこ れが 全 く証 明 さ れな か つ た、

　 3．　 人 工 妊 娠中絶 ∫ 施 した 30働 「23例で ま ，母血 中

し一兒 1」巳圦 鋳昆 在が 証］・1さ れ ず ， ？例 て ヒい証 明 さ くした ．二

の 7例中 6 洌にご．苛後 の ス に
， 他 の 1例で 1：よ噸 持前 ・衡 ．一

見 血 球が 母 ∫Tk中に 証 明 o れ た ．

　4． 母 児 兩血 液　 必fF
』
憤 多 くの 場 脊   分 姫 の 際 兒 か

ら 丹へ 行わ ，る と 6え ら れ るが ， 時に は 妊娠後半 期 に間
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歇的 に起 り得 る も の と考 え られ る．

　5．　流産 ，　分 娩遷延，　妊娠井v毒 症，　癒着月嶽盤 ，　肓［「置且台

盤 ，胎盤早期剥 離等 の 産科的異常原び肚盤用手剥離術 ，

帝 王．
切開 術 及 び 人 工 妊娠中絶術等の 手術的侵襲は 母兒 血

液交流の 誘因 とな り得 る と考 え られ る．

　稿 を 終 る に 当 り，終嫺 撼 篤 な る 御指 導・欄 蠣 を 賜

つ た 恩 師 黒 川 教 授 に 深謝 す る と 共 ：ら 又 輔 院 に 勘 御
．

教 示 賜 わ つ た 菊池 部 長並 び に 京 都 府 立 医 科 入学 細 井 助 教

授 に 謝 意 を 表 し 君i
一
乳
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